
 

 

 

 

保健体育科（科目「体育」）学習指導案 

令和○○年○○月○○日（○） ○校時 

○立○○高等学校 体育館 

□年□組 □□名 

指導者  ○○ ○○ 

※入学年次の学習内容について作成している。 

１ 単元名 武道（剣道） 

２ 単元の目標  

 (1) 次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、伝統的な考え方、技の名

称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などを理解するとともに、基本動作や基本となる技

を用いて攻防を展開することができるようにする。 

イ 剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手の構え

を崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防をできるようにする。（知識及び技能） 

(2) 攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。（思考力、判断力、

表現力等） 

(3) 武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようと

すること、自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切

にしようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。（学びに向か

う力、人間性等） 

３ 指導について  

 生徒観→ 

 

 

教材観→ 

 

指導観→ 

これまでの生徒の学習状況や習熟状況、体力テストの測定結果やアンケート

調査の内容等踏まえ、学習を進める上で必要となる生徒の実態を記載する。

実態を踏まえた上で、本単元を通して身に付けさせたい内容について記す。 

単元の一般的な特性と学習する意義・位置付け等を考慮し、育成する資質や

能力を明確に示す。 

生徒の実態を踏まえ、単元の目標を達成するための具体的な手立てを示す。 

主体的・対話的で深い学びを実現するための手立てを記す。 

 

 

 

「２ 単元の目標」の作成上の注意事項 

・学習指導要領の目標及び内容、学習指導要領解説等の内容を踏まえて作成する。 

・（知識及び技能）→（思考力、判断力、表現力等）→（学びに向かう力、人間性等）の順に記載。 

※体つくり運動は（知識及び技能）が（知識及び運動）となる。 

・文末は「～できるようにする。」と表記する。 

「３ 指導について」の記入上の注意事項 

・「生徒観」「教材観」「指導観」の順に記載するが、３つの観点についてその内容が読み取れれば、あえて項目

立てする必要はない。 

ここに、示している様式は一例であり、より重点化したり、より端的に記載したりすることも考

えられます。単元の目標に照らして観点別学習状況の評価を行う上で必要な要素が盛り込まれて

いれば、語順や記載の仕方等は必ずしも本様式どおりである必要はありません。 

指導計画例③ 
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４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

○知識 

① 剣道を学習するこ

とは、自国の文化に

誇りをもつことや、

国際社会で生きて

いく上で有意義で

あることについて、

言ったり書き出し

たりしている。 

② 試合の行い方には、

簡易な試合におけ

るルール、審判及び

運営の仕方がある

ことについて、学習

した具体例を挙げ

ている。 

③ それぞれの技を身

に付けるための技

術的なポイントが

あることについて

学習した具体例を

挙げている。 

○技能 

① 相手と接近した状態

にあるとき、隙がで

きた面を退きながら

打つことができる。

(引き面) 

② 相手が打とうとして

竹刀の先が上下に動

いたとき、隙ができ

た面を打つことがで

きる。(出ばな面) 

③ 相手が小手を打つと

き、体をかわしたり、

竹刀を頭上に振りか

ぶったりして面を打

つことができる。(小

手抜き面) 

① 自己や仲間の技術的

な課題やその課題解

決に有効な練習方法

の選択について、自

己の考えを伝えてい

る。 

② 相手を尊重するなど

の伝統的な行動をす

る場面で、よりよい

所作について、自己

や仲間の活動を振り

返っている。 

① 相手を尊重し、伝統

的な行動の仕方を

大切にしようとし

ている。 

② 健康・安全を確保し

ている。 

 

５ 指導と評価の計画（別途掲載） 

 

 

 

 

 

  

「４ 単元の評価規準」の作成上の注意事項 

・単元の評価規準は、「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説保健体育編」（平成 30 年７月）文部科学

省（https://www.mext.go.jp/content/1407073_07_1_2.pdf）、及び「『指導と評価の一体化』のための学習評価

に関する参考資料」高等学校 保健体育（令和３年８月） 文部科学省 国立教育政策研究所

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_hokentaiiku.pdf）を参考にして作成する。 

・文末の表現は、上記の例のように各観点において決められた表現を用いる。 

「５ 指導と評価の計画」の作成上の注意事項 

・指導と評価の一体化を図り、カリキュラム･マネジメントのために必ず作成する。 

・詳細については、別紙資料及び「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」高等学校 保

健体育（令和３年８月） 文部科学省 国立教育政策研究所を参照する。

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_hokentaiiku.pdf 
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６ 本時の展開（５／16時間） 

（１）本時の目標 

  ○それぞれの技を身に付けるための技術的なポイントがあることについて学習した具体例を挙げ

ることができるようにする。【知識】 

 （○相手が打とうとして竹刀の先が上下に動いたとき、隙ができた面を打つことができるようにす

る。(出ばな面)【技能】） 

（２）準備物 資料 

  竹刀、学習カード 

（３）展開 

時間 学習内容と学習活動 教師の指導･支援（◆評価規準と方法） 

導入 

15分 

１ 挨拶、健康観察 

２ 準備運動 

 

３ 前時の振り返り及び既習技の復習 

 

 

４ 本時の学習内容の確認 

○生徒の健康状態について、出欠確認の際直接

口頭で確認したり、準備運動の様子から的確に

把握する。 

○前時までの学習状況を整理し、学習内容を振

り返り、既習技の復習をする。 

 

○本時の学習内容と提示し、めあてや活動内容

について理解できるようにする。 

 

 

 

展開 

25分 

５ 技の説明を聞き、動画の視聴を通

して理解を深める。 

 

◎約束練習（３～４人グループ） 

元立ちと掛かり手以外の生徒は、タブ

レットと用いて練習を記録し、わかり

やすくフィードバックする。 

◎自由練習（３～４人グループ） 

待っている生徒は撮影をしたり、見取

り稽古をして、その内容をフィードバ

ックし、また自分の練習に生かす。 

 

 

 

 

○ICTを活用し、よりわかりやすく技の説明を

行う。 

 

○活動している生徒と待っている生徒や撮影

している生徒が交錯しないように注意する。 

 

 

○巡回しながら、出ばな面がうまく打つことが

できるように成功例を見せたり、適切な助言を

行う。 

ま
と
め 

５
分 

出ばな面を身につけるためのポイント

を話し合い、その内容を学習カードに

記入する。 

○学習が深まるように助言する。 

 

【本時のねらい】 

相手が打とうとして竹刀の先を上下に動かした際に生まれる隙を捉えて、面を打とう！ 

◆知識③ 

出ばな面を身に付けるための技術的なポイントがあることについて学習した具体例を挙げ

ている。【学習カード：記述】 

指導と評価の計画及び単元の目標から、より具

体的に本時のねらいをおろしてくる。 

本時の学習課題について、生徒に提示

する言葉で記入する。 

個別の対応が必要な生徒への指導の手

立てや対応策を示す。 

本時の目標、本時のねらい及び評価規準が一致するように

する。 

 ただし、技能や主体的に学習に取り組む態度のように、習

得や活用の段階等を踏まえ，評価をするまで一定期間を置

くなど、指導と評価の時期をずらして行う場合も考えられ

る。その場合は、必ずしも一致するものではないことに留

意する。 

（評価の観点）、【評価方法】を示す。 
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。
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す
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す
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た
め
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上
、
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々
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生
徒
の
学
習
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を

最
終
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す
る
。

技
能
の
評
価
は
、
練
習
時
間
を

数
回
と
っ
た
後
に
行
う
。

評
価
方
法
を
示
す
。
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